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書評

『どうして産まれてきたの』

（三笠書房 980円）

ハンナ・ミセット著

私は、その時々の医療に関した私小説をよ

く読む。その中の一冊である本書は、今なお

私の心に焼きついたままである。

それは、作者の長男の出産からはじまった。

希望と期待にあふれ待ち望んだ児は「ダウン

症」であった。まるで天国から地獄へと落と

された心境へ…と変わる。「どうして…産ま

れてきたの」と反すうする。「厳冬の中に放

置すれば死ぬに違いない」とささやく悪魔の

心、今日こそはと発作的にうまれてまもない

児を裸にして外に放置してみる 1分… 5分…

10分、突然母性がつきあげてくる。何と恐ろ

しいことを考えたのか！／あわてて抱きあげ暖

め乳を与える。 5か月、 10か月、と発育して

くる児に医者は施設の入所をすすめる。施設

のイメージは暗い。「かわいい我子にふさわ

しくない」…と思う。「どうして産まれてき

たの」と思う気持と母性愛とがたえず心の中

でかっ藤する。やがて「どうして産まれてき

たの」から「大切なかけがえのない我子」へ

と変遷していく母の姿を書いた内容であった。

私達は仕事上、日々、様々な障害児とその

母に出会う。そして、いとも簡単に理解者に

なったつもりになる。だが、もし自分に障害

をもつ児が産まれたら、その時私はどう受け

とめるだろうかと考える。この親は、保健婦

に何を求めるだろうか…。そばにあって、児

が親が必要とした時に、必要な情報をもって

共に考えることは出来るのではないか。そし

て痛みの何分のーかは、共有することができ

るのではなかろうか。親の愛と痛み、その心

を謙虚に受けとめ、簡単に「理解している」

等と思いあがりをしてはならないといましめ

られる、そんな一冊であった。

（大阪市都島保健所 田中育子）
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